
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
花と緑に関する「作る」「売る」「飾る」「利用する」などを横断的・総合的に学ぶことがで

きる「国際園芸アカデミー」を、平成１６年４月に開校を目指して施設整備等の準備を
進めます。

４ 施策の効果
・「世界に通用する学校」として、花と緑のデザインを通じて、新しい社会・環境・生活の

在り方を提案できるプロダクトデザイナーの育成が図られます。
・花と緑の「産業発展に寄与する学校」として、実践中心の学習により、産業界が求め

る匠の技を有する実務者で、産業を現場で支える担い手の育成が図られます。
・他に例のない「岐阜県独自の学校」として、生産、販売、飾り、利用などに関して専門

性の高い学習を行うとともに、関連分野を横断的・総合的に学ぶ岐阜県独自のカリキ
ュラムによる優秀な人材の育成が図られます。

５ 要求の内容
①国際園芸アカデミーの施設・フィールドの整備 811,625千円

・本館（木造２階建：９９８㎡）、別館（木造一部ＲＣ造平屋建：６９２㎡）、
実習棟（木造平屋建：２１８㎡）の整備

・屋上緑化実習園など実習フィールドの整備など
②国際園芸アカデミーの情報システムの整備 138,410千円

・学内ＬＡＮ、教育・事務支援システムや高度情報機器・ＡＶ機器の整備など
③国際園芸アカデミーの開学に向けた諸準備の推進 15,757千円

・開学準備委員会の運営、広報・ＰＲ活動の推進、入学試験の実施など

６ 決定内容

決定額 ５７９，８６０千円

＊建設整備費について 398,722千円
一層のコスト縮減に努めることを前提に、現在設計作業中であることから、平成14年

度９月補正における上限設定額で予算計上した。

＊初度調弁等備品について 59,862千円
設置場所や利用者に着目しつつ重点化を図るなど内容を精査の上、所用額を予算措

置した。
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＊情報システムについて 105,876千円
サーバーの共有化を図るなど内容を精査の上、所要額を予算措置した。

＊開学に向けた諸準備について 15,400千円

＊要求内容の変更について
「１４年度国補正予算」を活用して「１５ヶ月予算」として一体的に予算を措置。
①国際園芸アカデミーの施設・フィールドの整備

811,625千円のうち、325,214千円を１４年度３月補正予算としました。
・別館（木造一部ＲＣ造平屋建：692㎡）、実習棟（木造平屋建：218㎡）の整備

②国際園芸アカデミーの情報システム等の整備
138,410千円のうち、24,786千円を１４年度３月補正予算としました。

・AV機器、図書の整備


